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第２四半期連結累計期間の業績予想との差異 並びに 

営業外収益（持分法による投資利益）および 

営業外費用（為替差損）の発生に関するお知らせ 
 

 

平成 28 年５月 11 日に公表の平成 29 年３月期第２四半期連結累計期間の業績予想と、本日公表の

実績値との差異の発生、並びに平成 29 年３月期 第２四半期連結累計期間における営業外収益（持

分法による投資利益）および営業外費用（為替差損）の計上について、下記のとおりお知らせいた

します。 

 

記 

 
１．平成 29 年３月期第２四半期連結累計期間の業績予想との差異 

（平成 28 年４月１日～平成 28 年９月 30 日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に 

帰属する 

四半期純利益 

１株当たり 

四半期純利益

百万円   百万円   百万円   百万円   円 銭

前回発表予想（Ａ） 
（平成 28 年５月 11 日発表） 

193,000 6,600 6,100 6,100 79.16

今回発表実績（Ｂ） 192,078 5,868 4,040 3,102 40.26

増減額（Ｂ－Ａ） △922 △732 △2,060 △2,998  

増減率 （%） △0.5 △11.1 △33.8 △49.1  

(ご参考）前期第２四半期実績

(平成 28 年３月期第２四半期)
217,256 △8,597 △8,729 △8,936 △115.97

 
 

２．差異の理由 

第２四半期連結累計期間においては、一部の製品市況が当初の想定を下回ったこと等により、

営業利益は前回予想を下回る結果となりました。また、外貨建資産に係る為替差損を営業外費用

に計上したこと（「４．営業外費用（為替差損）について」を参照。）により、経常利益、親会社

株主に帰属する四半期純利益について、前回予想を下回る結果となりました。 



 

３．営業外収益（持分法による投資利益）について 

当第２四半期連結累計期間（平成 28 年４月１日～平成 28 年９月 30 日）において、持分法によ

る投資利益 1,322 百万円を営業外収益に計上いたしました。 

上記の金額は、主に当社の持分法適用会社である海外法人にて発生した損益に対する当社グル

ープ持分にかかる投資利益を計上するものであります。 

なお、平成 28 年５月 11 日に公表の平成 29 年３月期第２四半期連結累計期間の業績予想におい

ては、持分法による投資利益として 1,293 百万円を見込んでおりました。 

 

４．営業外費用（為替差損）について 

当第２四半期連結累計期間（平成 28 年４月１日～平成 28 年９月 30 日）において、為替差損   

1,817 百万円を営業外費用に計上いたしました。 

上記の金額は、主に当社グループが保有する外貨建資産の期末（平成 28 年９月末日）時点の為

替相場による評価替えにより発生したものであり、今後の為替相場の状況によりこの額は変動い

たします。なお、第１四半期連結会計期間（平成 28 年４月１日から平成 28 年６月 30 日） にお

いて 1,594 百万円を計上しており、第２四半期連結会計期間（平成 28 年７月１日から平成 28 年

９月 30 日） における為替差損は 222 百万円となります。 

 

 

以 上 


